
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１４年３月３０日 

№１１３ 

 

■民間企業のような感覚が必要では 

…予算で和地ひとみが気になったのは、市の経営感覚の
少なさ。世間でもいわれている行政の資産活用の弱さは
東大和市でも見られる部分です。その一例として 25 年
度予算で国の地域元気臨時交付金を投入し約 4,500 万
円かけリニューアルしたプラネタリウム関連の予算を
見ると、観覧料の歳入予算は 170 万 3,000 円。一方、
プラネタリウムに投影するソフト制作委託料として歳
出する予算は 470 万 9,000 円。観覧料が 170 万円しか
見込めないものに対して 470 万円の経費では赤字事業
です。そこで和地ひとみはこの予算に対して質疑をした
ところ、観覧料に関しては過去の観覧者数の最高値を使
用したとのこと。また、ソフトについては５ソフト購入
するためとのことで、今後も金額は変わるが毎年かかっ
ていく費用であるとの答弁でした。  

…市は予算に新しいプラネタリウム投影機の購入金額
に対する減価償却の考えを盛り込みません。民間企業と
同じように考えたら、新たな設備を入れた費用の回収も
考えるのですから、年間の赤字は予算上よりも大きくな
り、何も対策を打たなければ、この事業は将来的に市の
予算を圧迫するものになってしまいます。予算特別委員
会では、市が新たに所有した「資産」としてプラネタリ
ウムをもっと活用し、赤字運営にならないよう、近隣市
の学校に定期的に観覧に来てもらう、イベントをして今
まで以上の集客を図るなどの工夫をする必要があると
提言しました。  
 

■「やめる」「変える」決断も必要では 

…また、昭和 53 年から実施している７７歳、８８歳、  
９９歳の市民に対し 5,000 円を支給している敬老金。 
高齢化が進んでいることもあり、この予算は毎年増額と
なっています。決算の際にも、ただ現金を渡すのではな
く、市内の商店を利用してもらう商品券にするなどの工
夫も必要ではないかと和地ひとみは提言しましたが、 
26 年度も同様の方法で現金をお渡しするとのこと。 
その目的は高齢者の見守りも兼ねているとのことです
が、見守りは日常的に行うべきで、現金を持っていくこ
とで実施することではないと思います。敬老の意を表す
方法は他にもあります。この予算を計上することについ
ても疑問がないわけではありませんが、予算をどのよう
な事業に活用していくか。また、長年やっているから継
続するということではなく、予算のかかる事業を一つず
つ精査する必要もあります。４月１日からスタートする
新年度の予算については、金額もそうですが、その活用
方法についても、より厳しいチェックが必要です。  

平成２６年度予算が賛成多数で可決 

予算をどのように活かして事業をすすめるかが重要  

■平成２６年度予算が可決 
 
…2月 25日から開催されていたＨ26年東大和市議会第

１回定例会の会期中に持たれた平成２６年度予算特別

委員会。当市においては議員全員が特別委員会委員にな

り、予算内容についての様々な質疑を行い、行政側から

提出された予算内容について審議しました。その後の本

会議最終日では平成 26 年度予算は賛成多数で可決さと

なりました。（予算概要は次項を参照ください）  

…26 年度の一般会計、特別会計を合わせた全体の予算
は、25 年度の当初予算より約 18 億 8,100 万円増額の
474 億 6,738 万円。平成 25 年度、26 年度と連続して増
額となっています。歳入については、市の歳入全体の約
４２％を占める市税が昨年度より２％アップする予算
立てのほか、株式市場が活発になっていることを受け、
株式等譲渡所得割交付金は昨年度の 765.２％という大
幅アップを見込んでの予算となっています。一方、自動
車取得税交付金については昨対マイナス 46.1％、財産
収入については市の所有する不動産の売払い収入を大
幅に減額しているため昨対マイナス 60.6％という予算
立てです。  
 

■教育費はアップしたが・・・ 

…歳出については、４月からの消費税率引き上げに際
し、低所得者に与える負担の影響を軽減するために国が
臨時的な措置として行う給付金（全額国からの交付）が
計上されていることも影響し、民生費が 25 年度予算よ
り 7.3％アップし全体の 55.5％を占めるほか、観光事業
などの予算額アップの影響もあり商工費が昨対 12.9％
アップ。また、和地ひとみが懸念している教育費につい
ては、昨対２.７％プラスとなっています。ただし、教
育費の一般会計予算に占める割合は 10.3％。決算の数
字は当初予算とは違いますが、東京都の教育委員会が示
しているデータでは教育費が総行政費（一般会計とはイ
コールではありませんが、ほぼ同額）に占める割合の都
内自治体の平均は最新データの平成 24 年度決算では
12.4％。また都内の市の平均は 13.1％となっています。
平成 26年度予算は予算総額がアップしたことにより教
育費もアップしましたが、一般会計に占める教育費の比
率をもう少しアップする必要があると考えます。  

…しかし、指摘をする部分は細々あるとはいえ、全体的
に見た場合、積極的な変化は見受けられなかったものの
様々な施策も盛り込まれ、予算全体としては限られた財
源の中でやりくりをして立てた予算であることが見て
取れます。その結果により賛成多数で 26 年度の予算は
可決となったと考えられます。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


